
責と本～諏は戒確軸CF開始半月で達成

訪
湖
十▼

楽

昨年10月に照光寺で行われた人形浄瑠璃文楽。諏

訪湖畔での無料公演が実現する（大昔調査会提供）

公演が行われる諏訪

市石彫公園。八重垣

姫の石像が建つ

実
現
へ

諏
訪
湖
畔
に
あ
る
諏
訪
市
石
彫
公
園
で

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
を
上
演
す
る
た
め
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
C
F
）
は
、

開
始
か
ら
半
月
で
第
1
目
標
金
額
の
3
0

0
万
円
に
達
し
た
。
八
重
垣
姫
の
恋
物
語

義
那
覇
拳
奥
庭
狼
火
の
段
」
を
、

物
語
の
舞
台
・
諏
訪
湖
を
背
景
に
行
う
相

月
2
6
日
の
無
料
公
演
が
実
現
す
る
。
一
般

社
団
法
人
・
大
昔
調
査
会
と
実
行
委
員
会

は
応
援
に
感
謝
王
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
を
制
作
す
る
た
め
の
第
2
目
標
（
5

0
0
万
円
）
の
達
成
に
向
け
て
引
き
続
き

支
援
を
求
め
て
い
る
。
　
（
鮎
沢
健
吾
）

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

制
作
へ
引
き
続
き
支
援
を

「
奥
庭
狐
火
の
芦
は
、
武
田

信
玄
の
息
子
勝
頼
に
恋
し
た
上
杉

謙
信
の
娘
、
八
重
垣
姫
（
架
空
の

臥
祀
粥
鴇
銅
桶

明
神
が
遣
わ
し
た
狐
に
導
か
れ
て

凍
っ
た
諏
訪
湖
を
渡
る
場
面
な
ど

が
あ
る
。
過
去
2
年
は
岡
谷
市
の

照
光
寺
で
上
演
。
「
諏
訪
湖
ゆ
か

り
の
演
目
を
諏
訪
湖
で
」
と
今
月

l
日
か
ら
C
F
を
開
始
し
た
。

一
般
市
民
や
古
典
芸
能
、
歴
史

文
化
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
県

内
外
の
幅
広
い
世
代
が
趣
旨
に
賛

同
し
た
。
支
援
者
は
1
0
0
人
を

超
え
、
1
5
日
の
時
占
軍
第
1
目
標

金
額
を
達
成
。
「
と
て
も
粋
な
企

画
」
「
文
楽
を
通
じ
て
諏
訪
に
新
し

い
風
を
吹
か
せ
て
」
な
ど
と
多
く

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。
返
礼
品
に
は
前
日
の
1
0
月
2
5

日
に
照
光
寺
本
堂
で
行
う
「
十
種

香
」
の
公
演
招
待
も
あ
る
。

諏
訪
湖
畔
で
の
イ
ベ
ン
ト
「
諏

訪
圏
フ
ォ
エ
フ
ム
」
の
一
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
。
八
重
垣

姫
の
石
像
が
あ
、
る
石
彫
公
園
に
設

け
た
ス
テ
ー
ジ
で
、
人
形
遣
い
の

吉
田
勘
滴
さ
ん
＝
兵
庫
県
刷
ら
が

人
形
を
操
る
。
C
F
は
8
月
2
3
日

計
で
専
門
サ
イ
ト
の
「
レ
デ
ィ
ー

フ
ォ
ー
」
で
行
う
。

大
昔
調
査
会
の
高
見
俊
樹
理
事

長
＝
諏
訪
市
＝
は
「
不
安
の
中
で

始
動
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
尽
力

も
あ
り
、
多
く
の
反
響
と
支
援
が

生
ま
れ
た
。
念
願
が
か
な
う
」
と

深
く
感
謝
。
「
上
質
な
ド
キ
ユ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
を
制
作
し
て
世
界

に
発
信
し
、
教
育
な
ど
で
も
活
用

し
て
い
き
た
い
。
ネ
ク
ス
ト
ゴ
ー

ル
（
第
2
目
標
の
達
成
）
へ
引
き

続
き
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。


